
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の重点を受けて、本校では校内推進プランを進めてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の重点 

１ カリキュラムの見直し 

（１） Globe授業にかかわる指導方法、評価方法の充実 

（２） Communication 要素の評価（CAN-DO リスト）の充実 

２ 国際教育の接続について 

（１） Local/Global 要素の系統性の確立 

（２） 教科横断的指導の充実 
 

2020 年度 

Globe 実践をふり返って 
         東川第三小学校 

 

 



１．カリキュラムの見直し 

（１）Globe 授業にかかわる指導方法、評価方法の充実 

【小規模校の特色を生かした指導方法】 

 本校では、毎週 Globe の打ち合わせ日を設定し、担任などの指導者とＡＬＴが協力して授業づくりを

進めている。打ち合わせの際には、前時だけでなく前年度の子どもの様子や反省も活かして計画を立て

て実践し、反省を次時につなげていくというシステムができている。 

 各学年の児童は２～５名で、授業時間内の児

童一人当たりの発話は多く、ＨＲＴ（兼ＪＴ

Ｅ）、ＡＬＴそしてＳＴＥが同時に指導や支援

を行うことができ、児童対指導者がほぼマンツ

ーマンの授業体制を組むことが可能である。さ

らに、子どもたち一人一人へのきめ細やかな指

導及び評価を行うことができる。 

 課題は、同学年の友達同士の会話やインタビ

ューといったコミュニケーション活動はマン

ネリ化し、すぐに終わってしまうという点であ

る。また、カリキュラムを作成する際に想定さ

れていたジャンケンやフルーツバスケットな

どのアクティビティができないことやアクテ

ィビティの選択肢が限られるということもある。 

 「SWITCH ON」は、そうした Globe 授業の課題を解決することができる教材として、本校では継続

して活用している。日常生活の一場面を切り取ったストーリーや歌、フォニックスなどは楽しく、１～４

年生では授業のウォーミングアップとしてだけでなく、出てきたフレーズを発表の場面でも活用しよう

と試みた。また、高学年は学習したフォニックスのルールを使って SWITCH ON の Reading を行うな

ど、各学年ごとに工夫して授業の中に取り入れて

きた。SWITCH ON を２年間継続して活用して

きた児童は、確実に英語に慣れており、発音もよ

くなり、新しい単語を耳にしても聞き取ることが

できるようになったと感じる。特に今年度は、子

ども達に役割を与えて、聞き取りを重視したり、

口の動きに着目させたり、発表の場で使えるフレ

ーズを想起させたりするなど工夫し、授業の中に

確実に SWITCH ON を位置づけた授業スタイル

を確立することができた。 

 単元作りにおいては、CAN-DO リストをもと

に、子ども達につけたい力を具体化し、伝えるこ

とをゴールとした単元構成を行ってきた。 

 

◆児童４名に対し，ＨＲＴ，ＡＬＴ，ＪＴE が指導にあ

たる２年生の授業環境。手厚い指導ができる。 

◆SWITCH ON の中で Writing Activity を行う３年

生。書き方を体全体を使って覚える。 



【評価の在り方】 

 今年度は、次の２点について研修してきた。１つ目は「主体的に学習に取り組む態度」をどのように評

価するのか、２つ目は、ルーブリックを活用したコミュニケーションの評価である。 

 「主体的に学習に取り組む態度」の評価については、「知識および技能を獲得したり、思考力・判断力・

表現力などを身に付けたりすることに

向けた粘り強い取り組みの中で、自らの

学習を調整しようとしているかどうか

を含めて評価する」（文科省 児童生徒

の学習評価の在り方について 概要よ

り）とされており、どの場面で、どのよ

うな子どもの姿を想定し見取るのがよ

いのか考え、授業の中で具体化しようと

試みた。 

 ルーブリックを活用した評価につい

ては、高学年のプレゼンテーションにお

いて試みている。CAN-DO リストの「や

りとり」と「話すこと」の内容をもとに評価の基準を作成し実施したところ、６年生は全員が最も良い評

価となって表れた。しかし、５年生において「話すこと」で CAN-DO リストをもとに同じルーブリック

表を用いて評価しようとすると、「４」となる児童はほとんどいなく、異なる結果となった。発表内容以

外の観点では、学年によって目指す姿を具体化してルーブリック表を作成する必要がある。 

 

２．国際教育の接続について 

【教科横断的指導の充実】 

 今年度は、１年生と２年生における生活科との関連に焦点を当て、実践と検証をした。Globe 別葉をも

とに、１年生の Globe7「オータム」では、生活科の「あきとともだちになろう」で三小の自然について

ゲストティーチャーから学び、見つけた秋の物を Globe で発表する実践を行った。２年生の Globe5「で

きることをしょうかいしよう」では、生活科の「つくってためして」で作成したおもちゃを使って他国の

方と交流する実践を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆６年生の発表ややり取り（話すこと）を評価するために

作成したルーブリック表。評価規準は CAN-DO リストを

もとにした。 

 

 

 

 

◆ゲストティーチャーから秋の自然について

学ぶ生活科の様子 

◆ 生 活 科 の 秋 た ん け ん で 見 つ け た も の を

Globe7「オータム」で発表。使ったフレーズは，

ALT に教えてもらった”In Autumn I see, ○○.”

を自己紹介に追加して発表した。 



 

 

 

 

 

 

 

【地域人材の活用と子ども達の様子】 

 今年度は、日本語学校との交流ができなかったが、文化交流課にお願いしＣＩＲやＳＥＡに協力いた

だいて授業を行った。子ども達は、単元のゴールで他国の方に発表をしたり、交流したり、教えてもらう

活動を楽しみにしており、授業へ向かう姿勢も意欲的になっていることが感じられた。 

 他国の文化にふれ、他国の方を身近に感じられる Globe の学習は、子ども達のグローバル【Ｇ】な力

を伸ばすことができている。Globe の学習の継続によって、コミュニケーション【Ｃ】の技能も高まって

きた。今後は、ローカル【Ｌ】の視点を強められる単元づくりや活動を工夫することによって、目指す子

ども像に近づけられるのではないかと考える。 

 

   

 

 

 

 

◆生活科で作ったおもちゃ使って他国の方と交

流した２年生の Globe「できることを伝えよう 

聞いてみよう」。“Can you～？”を使って自分か

ら積極的に話しかけることができた。 

◆三小の森で見つけた秋の自然について発表

した三小 EXPO。２年生は松ぼっくりや木の葉

を取り入れて生活科「つくってためして」のお

もちゃ作りを行った。 

◆ＣＩＲに自己紹介をした後，それぞれの国の

ものについて教えてもらった２年生。わからな

いものや教えてもらいたい物は”What’s this?”

と聞くことができた。 

◆４年生の Globe７で東川の食材を使ったお

すすめの給食メニューをゲストに紹介。その後

ゲストの国の給食について教えていただき，国

によって給食が異なることを学んだ。 



３．今年度の成果と課題 

【成果】 

○Globe のカリキュラムに沿った実践と検証の蓄積ができた。 

○本校の特色を生かしながら指導方法や単元構成を工夫・改善することができた。 

○SWITCH ON の継続活用により、児童が英語をよく聞き取れるようになってきた。他国の方の言葉を

聞き取り、即時に返答することができた。 

○本校の特色を生かした授業の流れやシステムが確立されてきた。 

○交流したり発表したりする場面では、１単位時間の目標を吟味し録画することで、児童の変容が見ら

れる場面が明確となり、評価が容易になった。 

○児童のアンケートより、「Globe の授業が楽しい」「外国の人といっぱいしゃべれるようになった」など

意欲的な児童が多くなった。 

 

【課題】 

●カリキュラムの実践では、特に５年生の内容と時数とのバランスが難しく、児童の意欲が低下する傾

向にあった。５年生の学習が急に難しくなる、書くことが多くてついていけない、出てくる単語が多

い、と感じている児童が多かった。 

●CAN-DO リストをもとにルーブリック表を作成したが、その評価項目の妥当性は今後検証が必要と言

える。 

●授業の流れやシステムが確立されつつあり、児童はある一定レベルの外国語を聞いたり話したりする

技能を身に付けることができた段階にあるが、Globe の目指す子ども像に対する達成度をどのように

図ったらよいのか分からない。 

●自己紹介や発表の仕方など、英語での模範を示して指導してきた。それらが一人一人が身に付けたこ

とを学び合うことができるような指導方法の工夫をする必要がある。 

●Local/Global要素の系統性について検証する必要がある。Localの視点をやや強化する必要性を感じる。 


